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皆さんこんにちは、今週か

らやっと従来の寒さに戻っ

てきましたので、体調には十

分注意して頂きたいと思い

ます。さてこの 1 週間、久し

ぶりに昼も夜もロータリー

関係の行事がございません

でした。暇でしたので、今年

度、被選理事会が始まってか

ら 1 年間、私自身がロータリーで出かけた回数を調べ

てみました。新型コロナの為、３月から 5 月までは、あ

まり動けませんでしたし、地区の行事がないにも関わ

らず、今年度 30 周年という事もあって、夜の会合に４

８回ほど出席しており、その内夜の委員会には 24 回出

席させて頂いております。私自身、理事・役員をさせて

頂いた時には、なるべく委員会を開催し、委員会メンバ

ーの意見をお聞きし、そして懇親もセットでしており

ましたので、会長として、数多くお呼び頂いて有難く思

っています。しかし、このコロナ禍、毎朝パソコンを開

いてまず見るのは、新型コロナ最新情報で、新規患者の

全国の数、次に長崎県と佐世保市、続いて旭川空港ＲＣ

の北海道と旭川市、そして孫が住んでいる佐賀県と佐

賀市の数をチェックしています。規制の緩和、ＧＯ Ｔ

Ｏトラベルなども要因かもしれませんが、やはり寒く

なってきた１０月後半から全国的に拡大しております。

旭川市は大きな病院のクラスターから始まって、毎日

１０人以上の感染者の方が出ています。佐世保市もし

ばらくでておりませんでしたが、ここ数日少し感染者

が出てます。これまでは幸いに感染者が少ないことと、

各委員会の頑張りのお陰で、幾つもの事業が出来てお

ります。 

そして来週１２月３日（木曜日）は、今年度初めて、

そして１年ぶりの会員だけではなく、奥様も出席して

頂いての、忘年例会及び懇親会がございます。担当の親

睦例会委員会の片桐委員長をはじめ、委員会の皆様に

は、事前の準備そして、コロナ対策も充分にとっての懇

親会を考えて頂いておりますので、ご自身の体調を考

えて頂きながら、多くの皆様のご出席よろしくお願い

します。 

最後に、皆さんも一度は行かれたことがあると思い

ますが、「喰い処りき」のオーナーの福田 力さんが、

今日から入会されます。紹介会員の八重野副会長、カウ

ンセラーよろしくお願いします。そして 14～15 年ぶり

に会員が 50 名になりました。地区からの数字的な目標

も一段階上がりますので、そういう事を踏まえながら

運営して行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

１．来信 
  ■ガバナー事務所 

  ・２０２０年決議審議会：決定報告書  

    決議案と制定案の得票数は 

My ROTARY の審議会のページで確認を   

・２７４０地区ホームページ更新 

国際ロータリー2020 年決議審議会決定報告書 

ロータリー希望の風「風の便り」 

 

 

 

新入会員紹介 
 

福田 力 君 

職業分類；和食割烹料理 

勤務先； 喰い処 りき  

代表 

推薦会員； 八重野一洋 君 

   井手 陽一 君 

 

高校を卒業してから包丁しか持った事のない私です 

が、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

週報編集 / 公共イメージ・会報委員会：吉野英樹、山口裕之、福田英彦、鶴田明敏 

西村浩輝、古川直記、岡田文俊、崎山信幸 

本日の出席率８０.６２％：会員数５０名・出席３１名・欠席９名・出席規定免除会員８名・ビジター０名 

前々回の出席２８名・出席規定免除会員９名 
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クラブビジョン委員会 芥川 圭一郎君 
ロータリーの重点分野 

６つの重点分野があります。 

・平和と紛争予防/紛争解決 

・疾病予防と治療 

・水と衛生 

・母子の健康 

・基本的教育と識字率向上 

・経済と地域社会の発展 

各重点分野には関連する数字がありますので、皆様に

お伝えします。 

「平和と紛争予防/紛争解決」 

毎年、２０，０００人が地雷によって手足や命を奪

われています。今日、紛争や迫害によって５，１０

０万人が難民生活を強いられています。紛争で命を

落とした犠牲者の９０％が一般市民で、そのうち半

数が子どもです。 

「疾病予防と治療」 

毎年世界で１０億人がテング熱やハンセン氏病に苦

しみ、先進国での症例が少ないため製薬会社の開発

が遅れています。世界人口の６人に１人が医療費を

払うことができません。医療費の負担によって毎年

１億人が貧困生活に追い込まれています。 

「水と衛生」 

衛生的なトイレや水設備が利用できない人が２５億

人います。衛生設備や安全な水の欠如が原因とな

り。毎日１，４００人の子どもが命を落としていま

す。きれいな飲み水が利用できない人は７億４，８

００万人います。 

「母子の健康」 

疾病、栄養失調、医療の不備、不適切な衛生設備が

原因で毎年、５歳未満の子ども６３０万人が亡くな

っています。サハラ以南のアフリカでは、３９人に

１人の女性が妊娠中または出産による合併症で亡く

なっています。 

「基本的教育と識字率向上」 

全世界の子どもが初等教育を受けられるようにする

にはあと１７０万人の教師が必要とされています。

全世界で５，７００万人の子どもが学校へ通ってい

ません。 

「経済と地域社会の発展」 

世界で１４億人が（その半数近くは職を持っている

にもかかわらず）１日１ドル２５セント以下の生活

を送っています。 

  

 このような数字をみると、重点分野の理由が見え

てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池永 隆司会長・八重野 一洋副会長・宮﨑 正典幹事 
コロナの足音が近くまできていますので、皆様にお

かれましては感染予防対策に留意されてください。

今日は、福田力さんの入会日です。記念すべき５０

人目の会員です。入会おめでとうございます。それ

と本日は、国際Ｒ財団の第４回クラブフォーラムで

す。 

 

鶴田 明敏君 
福田力君の入会心より歓迎いたします。山澄地区公

民館で和食料理の講師などお世話になっています。

時々しかお店にはお伺いできませんが、いつも美味

しい京料理などありがとうございます。私はこのク

ラブで派閥抗争で敗れましたが、優柔不断でずるず

ると３０年間ひっそりと在籍させていただいており

ます。力会員におかれましては、八重野グループの

キーマンとしてどうか、のびのびと活動をしてくだ

さい。 

 

澤田 磨君 
孫が生まれました。お祝いは森平、太平楽、りきで

おごってください。お待ちしております。 

 

川上 仁哉君・藤井 寿人君 
先日、お話したように、１１月２２日に福江で開催

された７７キロマラソンに２人で挑戦してきまし

た。結果から申し上げると川上は５４キロ地点で、

藤井は４０キロ地点でジェットフォイルの都合もあ

ってリタイアとなりました。またもやＫＴＮの取材

にもゴールを目指しますと放映されながらも、結果

はダメでした。来年も開催されるそうなので、来年

は２泊してゴールをしたいと思います。次回は１２

月末の４２キロ佐世保を走るレースに参加してきま

す。 

 

会員一同 
新入会員の福田力の入会を歓迎いたします。 

 

 

 

 

本日の合計    53,000円 

本年度の累計  461,000円 
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◆第４回クラブフォーラム◆ 
 
国際奉仕・ロータリー財団 
宮﨑 宗長 委員長 
 
皆様、こんにちは。国際奉仕・ロ

ータリー財団委員長の宮﨑宗長で

す。11 月は、「ロータリー財団月間」

となっております。そこで、本日の

クラブフォーラムの時間は当委員会が担当させていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

まずは、当「国際奉仕委員会」の「国際交流委員会」

としては年度当初の計画として、韓国釜山蓮山 RC との

継続的な活動を掲げ、4 月に訪問を計画しておりました

が、ご存知のようにコロナ禍のひろがりで国際情勢も

厳しくなり今現在何もできない状況となっております。

この先もはっきりした方向性がお示しできない情勢で

す。とても残念に思っております。 

一方、「ロータリー財団・米山記念奨学委員会」の方

は、後ほど橋口委員長よりお話をいたしますが、 

8 月並びに 9 月に「佐世保中央ロータリークラブ基金

会」を開催し、「ポールハリスフェロー」2 名並びに「米

山功労者」5名のノミネートを行いました。 

それと、創立 30 周年実行委員会からも周年事業とし

てクラブでの米山記念奨学会へ寄付の依頼があり、 

合わせてクラブの理事会で審議を諮っていただき、今

年度の寄付に至った次第です。 

また、本日卓話をしていただく「ロータリー財団・米

山記念奨学委員会」の橋口委員長におかれましては、10

月 8 日の「創立記念例会」及び 10 月 16 日の「新入会員

セミナー」で「ロータリー財団」「米山記念奨学会」及

び「佐世保中央ロータリークラブ基金会」のお話をして

いただいたところですが、今の卓話は違った角度から

のお話をしていただきます。最後までよろしくお願い

いたします 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロータリー財団・米山委員会 
橋口 佳周 委員長 
 
「プライベートな国際交流」 
日本の橋口ファミリーと 
ミクロネシア連邦の橋口ファミ
リー 
 
私の父は、昭和 4 年商業学校を卒業するとすぐに横

浜の水産会社に就職して、戦前当時日本が信託統治し

ていた南洋のトラック諸島に赴任しました。 

 そこで知り合った現地の女性と恋に落ちて子供が 3

人できました。残念ながらその後、太平洋戦争がはじ

まり父のいた太平洋の島々にも戦火が注ぐようにな

り、泣く泣く家族と別れ、命からがら日本に何とか帰

り着くことができました。その後終戦になり、日本で

再婚し子供にも恵まれ戦後の混乱期を乗り越えまし

た。 

昭和 33 年突然「南洋の島から混血の青年が瞼の父

を訪ねて」の見出しの新聞記事に、すぐにトラックに

残してきた長男だと分かり私も一緒に門司港に会いに

行きました。 

 初めて見る異国の異母兄は、14 歳も年上で浅黒く逞

しく優しい人でした。それから、トラックのファミリ

ーとの交流が始まりました。 

 兄は自分の中に半分の日本人の血が流れていること

を誇りに思っていました。そこで、兄の長男を日本の

上智大学に留学させて次の代の日本とのつながりを大

事にしました。兄は、現地で商売成功し９人の子供を

育て、一族の中で困った人がいたらとことん面倒を見

てあげる人でもありました。 

 そんな兄が十数年前に亡くなったとき、私も日本の

ファミリーの長男として葬式にトラック島迄出かけま

した。 

島中、又周りの島から約 5000 人の人達が弔問に来

ていただきました。 

 帰りの日、島で親戚一同が集まりホテルで会食をし

ました。その時、兄の長男が、「このトラック島には

日本人の名前の一族がたくさんいるが、今も日本のフ

ァミリーとこうして交流をしているのはわれわれ橋口

ファミリーだけだ。自分たちの子供もその子供も日本

人の血が流れている事を誇りに思い今後とも深い交流

をしていきたい」とのスピーチをもらいました。我々

は血の繋がっている交流ですが、肌の色の違いや生

活、文化の違いはあっても、心から信頼をもって人に

接すれば分かり合える事と確信しています。同じ人間

ですから。 
 
 
 

 

 

 

 

ＳＡＡ：馬場 貴博君 

次回例会/１２月３日１８：３０～ 


